
令和２年度東郷町北部地域包括支援センター事業報告 資料１－１

内容（何を、どのように） 目標値 実績値

①　実態把握
★民生委員や関係機関等と協力して、戸別訪問等を実施する。
★いきいき出前講座や地域の集いの場への訪問を通じて情報収集を行う。

・随時
・年30回

・随時実施
・出前講座年７回

②　総合相談支援

★「社協だより」内に包括支援センターのＰＲ記事を掲載する。
★文化産業まつりなど各種イベントの機会に地域包括支援センター（以下「包括」という。）について
周知・啓発する。
★多様な相談内容に対し、包括内で毎日朝礼で報告しあい、３職種で確認する。

・年1回
・文化産業まつりで
ブースを出展
・毎日

・年１回掲載
・文化産業まつり中止
・毎日実施

③地域におけるネット
ワークの構築

★公民館やコミュニティセンターなどの関係機関等に包括のチラシを設置してもらう。
★民生委員の定例会や各種会議の参加を通じて情報収集を行う。
★高齢者が日常的に利用する事業所等と関係を築く。

・各施設に設置
・毎月
・常時

・未設置
・随時参加
・常時実施

④家族介護者への相
談支援体制の充実

★介護保険サービスだけでなく、家族介護者向けの地域資源等に関する情報収集を行う。
★包括窓口に幅広い介護に関する事業等やパンフレットを設置し、情報提供を行う。

・随時
・常時

・随時実施
・パンフレット台設置

1．北部地域包括支援センターの方針

２．事業別の実施内容

事業、業務名

１．総合相談支援事業

担当圏域は町内の北部地域で、諸輪住宅、御岳、押草団地南・北、和合ヶ丘など高齢化が特に進んだ地区を含み、一人暮らし・高齢者世帯も増加しています。高齢者やそ
の家族が地域において尊厳ある生活をおくることができるように、個別・地域課題を把握できるよう適切かつ柔軟な運営を行います。また地域包括ケアシステムが深化する
ように、明らかになった個別・地域課題を適切な機関と連携し、包括的及び継続的な支援を行うことで「いつまでも住み続けたい支え合いのまちとうごう」を目指します。

【具体的な取組内容や実績値について】
今年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、町のイベントや地区で開催されているサロンや老人クラブ活動は休止になったことから出前講座や文化産業まつりでの
出展は予定通り実施できなかった。相談支援件数は増加傾向にある。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
新型コロナウイルスの感染拡大により、予定していた時期に訪問できなかった。今後も出前講座の依頼があれば、町のガイドラインを下に包括内においても感染予防策を
講じて、開催できるようにする。また、同様に訪問活動も継続していく。

※目標値は、数値目標のみ記載し、空欄については随



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

①成年後見制度の活
用促進

★尾張東部権利擁護支援センターと連携し制度啓発や利用支援を図る。
★成年後見制度の利用が必要な場合の申し立て支援を行う。
★「いきいき出前講座」において、地域住民に向けて成年後見制度に関する周知を行う。

・随時
・随時
・随時

・随時実施
・随時実施
・依頼なし

②高齢者虐待の防止
及び対応

★虐待の通報に対して、東郷町の「虐待対応マニュアル」に沿って対応するとともに、町と連携を取
り対応を進めていく。
★「いきいき出前講座」において地域住民に向けて虐待防止についての周知を図る。
★各種研修会において専門職に向けて虐待防止についての周知を図る。

・随時
・随時
・随時

・随時実施
・依頼なし
・ケアマネ研修会にて
実施

③困難事例への対応
★困難事例を把握した場合は、包括内の３職種が対応できるように相互に連携する。
★社協法人内の各部署や各種専門機関とのネットワークを活用した支援を行う。
★困難事例に関する個別ケース会議を開催する。

・随時
・随時
・随時

・随時実施
・随時実施
・ケース会議年13回

④消費者被害の防止
への対応

★消費者被害の発見や相談があった場合は、消費生活センターや警察署と連携し支援を図る。
★介護支援専門員や関係機関と連携し、迅速に消費者被害等の情報を把握・提供できるようにす
る。
★「いきいき出前講座」において、地域住民に向けて消費者被害防止の周知を図る。

・随時
・随時
・随時

・随時実施
・随時実施
・依頼なし

事業、業務名

２．権利擁護事業

【具体的な取組内容や実績値について】
尾張東部権利擁護支援センターが開催する市民後見人養成研修で講師を務め、活用促進と人材育成に協力している。虐待案件については、速やかに町へ報告するとと
もに情報収集を行い、連携した対応に努めている。消費者被害・困難事例については情報収集して関係者と連携して対応策を検討し適切に支援できるようにした。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
出前講座の相談があった場合には、消費者被害や高齢者虐待、成年後見制度のテーマをリクエストしてもらえるようお願いする。消費者被害については、引き続き町地域
協働課を通じて消費生活相談員とも連携していく。



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

３．包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

①包括的・継続的なケ
ア体制の構築

★介護支援専門員研修会及び現任介護職員研修会を開催して、地域の介護支援専門員や現任介
護職員の資質向上を図る。
★介護支援専門員が、社会資源を把握し活用できるように、「東郷町内通所介護・通所リハビリ
テーションのご案内」冊子を発行する。

・年9回

・毎年更新
・年６回実施
・冊子発行

②地域における介護
支援専門員のネット
ワークの構築と活用

★東郷町介護支援専門員連絡会の事務局を担い、地域の介護支援専門員の活動支援を行う。
★主任介護支援専門員部会を開催し、地域の介護支援専門員のニーズを把握する。
★東郷町介護保険事業所連絡会を開催し、町内における介護職の顔の見える関係づくりを行う。

・年5回
・年1回
・年2回

・年４回
・年１回
・新型コロナウイルスの
為中止

③日常的個別指導・相
談及び支援困難事例
等への指導・助言

★地域ケア会議（多職種カンファレンス等）を開催する。
★困難事例の事例検討会を開催して指導・助言を行う。

・年6回 ・年４回と個別会議を年
12回開催
・相談件数年８７件。事
例検討会０回

内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★基本チェックリストによるアセスメントを実施する。
★事業対象者・要支援者の自立支援・重度化防止の視点に立ち、インフォーマルサービスを活用し
た介護予防サービス・ケアマネジメント計画の作成をする。
★委託先の介護予防サービス・ケアマネジメント計画書等資料の内容確認をする。

・随時
・随時

・全件

・事業対象者：年間１０７
件
・年間７６５件作成
・委託件数：年間６５４件

４．第１号介護予防支援事
業

事業、業務名

事業、業務名

【具体的な取組内容や実績値について】
新型コロナウイルスの感染拡大により、介護保険事業所連絡会や現任介護職員研修会の実技講習が開催できなかったが、多職種ミーティングは7月から、多職種カンファ
レンスは９月からＺｏｏｍを活用したＷｅｂ会議を開催するなど開催方法を見直し実施した。通所介護・通所リハビリの案内冊子については更新して発行した。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
新型コロナウイルス感染予防対策をしてZOOMやWeb会議を活用して介護保険事業所連絡会や現任介護職員研修会を開催する。

【具体的な取組内容や実績値について】
基本チェックリストによるアセスメントは随時実施している。介護予防支援・介護予防ケアマネジメントは、自立支援型リハビリサービスの活用など本人や介護者の意向を
聴いて自立支援に向けたサービス利用につなげている。委託しているケースにおいても適切な利用となっているか計画書等を全件確認している。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★在宅ケアを考える会inTOGO（多職種ミーティング・多職種カンファレンス）を開催し、地域における
多職種連携を深めるとともに、地域の課題を抽出する。
★「かけはし」や「やまびこ」の運営会議等に委員として参加し、医療・介護連携を推進する。
★レガッタネットとうごうを積極的に活用して多職種の連携を図る。

・年11回

・年5回
・随時

・年１１回（リハーサル
含む）

・年５回
・随時活用

内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★モデル地区に設置する地区社協及び地域支え合いコーディネーターとの情報共有を行い、地域
の状況把握を行う。
★地域支え合い協議体のメンバーとして生活支援等サービス体制を充実させる。

・随時

・年6回

・随時
・４回

事業、業務名

５．在宅医療・介護連携推
進事業

事業、業務名

６．生活支援体制整備事
業

【具体的な取組内容や実績値について】
「かけはし」や「やまびこ」の運営会議には毎回出席。特にかけはしの開催する会議には積極的参加をしている。レガッタネットは新たに患者５名登録、在宅ケアを考える会
への参加者に登録を呼びかけを行っている。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】

【具体的な取組内容や実績値について】
地域支え合いコーディネーターと情報共有するための打合せ実施し、令和３年度より定期的に実施することとなった。地域支え合い協議体メンバーとして会議には全回出
席した。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

①適切なサービスを提
供するための関係機
関との連携（運営方針
⑴、⑵、⑷、⑸）

★認知症地域支援推進員を配置し、相談の受付や訪問等を行い、関係機関との連携を図る。
★認知症初期集中支援チームのチーム員として、3職種と情報共有を行うとともに連携して活動す
る。
★医療・介護以外の事業所にも訪問し、地域の実態把握を行う。

・随時
・随時

・年6回

・随時実施
・随時実施
・未実施

②認知症の人の介護
者への支援（運営方針
⑸、⑻）

★認知症カフェや秋桜の会、家族介護支援事業へ参加し、認知症に関する周知活動及び相談支援
を行う。
★認知症ケアパスを活用して助言・支援を行う。
★必要に応じて地域ケア会議へ出席し、助言・支援を行う。

・年12回

・随時
・年6回

・年4回
・随時実施
・依頼なし

③　認知症の理解を
深めるための普及・啓
発（運営方針⑴、⑶、
⑹、⑺）

★認知症キャラバンメイトとして認知症サポーター養成講座（「いきいき出前講座」・「福祉実践教
室」・「高齢者ボランティアポイント制度研修会」など）を開催する。
★認知症に関する情報収集を行い、情報コーナー設置や情報提供を行う。

・年3回 ・年３回

・情報コーナー設置

内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★担当地区において「いきいき出前講座」を行い、高齢者に介護予防周知を図るとともに、地域の
情報収集・周知活動を行う。
★介護予防リーダーや介護予防サポーターの協力のもと、「いきいき交流教室」（週１回）を行う。

・年30回

・週1回

・年７回
・未実施

事業、業務名

７．認知症総合支援事業

事業、業務名

【具体的な取組内容や実績値について】
認知症地域支援推進員だけでなく包括職員なども周知活動や認知症ケアパスを利用して相談支援を行いました。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
新型コロナウイルス感染症対策として認知症カフェが中止になったため、当初計画していた通りの参加ができなかった。今後は適宜情報収集を行い、認知症カフェなどに
随時参加していきます。

８．一般介護予防事業



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★地域密着型サービス運営推進会議に参加し、地域課題の共有や情報提供を行う。
★担当地区の地区社協活動と情報共有を行う。
★在宅ケアを考える会において地域のあらゆる関係者が参加できるように開催する。

・年18回
・随時
・年5回

・年１４回（管内会議全
件数）
・随時実施
・年４回

内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★地域ケア会議において地域課題を把握する。
★包括定例会において、把握した地域状況や課題を町と共有する。
★東郷町地域ケア推進会議に委員として参加して、地域課題の抽出と提言を行う。

・随時
・毎月
・随時

・随時実施
・年１２回
・委員として参加

事業、業務名

９．多職種協働による地域
包括支援ネットワークの構
築

事業、業務名

【具体的な取組内容や実績値について】
いきいき出前講座に関しては年間２７件申し込みがありましたが、新型コロナウイルス感染症対策のために地域の集まり自体が中止となるなどして年間７件の実施回数と
なりました。いきいき交流教室については、令和２年３月から新型コロナウイルス感染症対策として中止しており、再開を目指して何度も検討を重ねましたが、令和３年１月
末日をもって事業廃止となりました。
なお、参加者に対しては電話にて生活状況の確認などを定期的に行い、必要に応じて運動教室等を紹介した。
【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
いきいき出前講座に関しては今後も老人クラブや地域の通いの場に対して講座の周知を図ります。いきいき交流教室に代わり、戸別訪問と地域のサロン事業を実施する
「地域把握事業」を新たに実施することで、要支援・要介護状態になる恐れの高い高齢者を早期に把握し、高齢者の健康づくり、居場所づくり、社会参加を促します。

【具体的な取組内容や実績値について】
新型コロナウイルスの感染拡大により、運営推進会議は書面による開催。地区社協活動は社協地域福祉係と随時情報交換している。在宅ケアを考える会については、在
宅管理栄養士や製薬会社、福祉用具業者など幅広く案内しています。
【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】
運営推進会議は当分の間、書面会議になる見込みのため、会議資料で情報収集を行い、日ごろの事業所等とのやり取りの中で地域課題の共有や情報把握を行っていき
ます。

１０．地域ケア会議

【具体的な取組内容や実績値について】
包括定例会では把握した地域の情報を町と情報共有するだけでなく、南部包括と情報共有を行いました。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】



内容（何を、どのように） 目標値 実績値

★要支援者の自立支援・重度化防止の視点に立ち、インフォーマルサービスを活用した介護予防
サービス・ケアマネジメント計画の作成をする。
★委託先の介護予防サービス・ケアマネジメント計画書等資料の内容を確認をする。

・随時

・全件

・随時実施

・全件実施

※　その他の実績値については、資料1-2「令和２年度　東郷町北部地域包括支援センター事業報告（実績値）」のとおり。

◎生活支援コーディネーターと連携して、地域のサロン等へ出向き、高齢者の実態把握、包括の周知活動を行う。
◎地域ケア会議の開催や在宅ケアを考える会inTOGOなどを通して、地域の多職種と地域課題を共有し合える体制づくりを進める。
◎認知症地域支援推進員の配置を通して、地域の集まりや様々な民間企業へ訪問し、周知活動・情報交換等を行い、顔の見える関係づくりに努める。

【具体的な取組内容や課題など】（２．で記載したもの以外）
・Ｚｏｏｍを活用した会議などを開催する等新型コロナウイルス感染症対策を取り入れた新しい包括活動に取り組んでいます。
・新型コロナウイルスの感染拡大により、地域の集まりなども開催できていないことから、地域に出向いた活動が行いづらい状況にある一方で、新規相談は増加・重度化し
ています。その中で、どのように地域の情報を把握するかが課題となっています。

事業、業務名

１１．指定介護予防支援業
務

３．重点取組事項（自由記載）

【具体的な取組内容や実績値について】
介護予防支援・介護予防ケアマネジメントは、本人や介護者の意向を聴いて自立支援に向けたサービス利用につなげています。委託しているケースにおいても適切な利
用となっているか計画書等を確認しています。

【（目標値が未達成の場合）理由や今後の取組等】


